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特集・学生支援体制の現状と展望
一　

は
じ
め
に

近
年
の
学
生
支
援
の
現
場
で
は
、
発
達
障
害
や
そ
の
傾
向
を
有
し

新
た
な
個
別
教
育
支
援
を
必
要
と
す
る
一
群
の
学
生
の
増
加
と
と
も

に
、
特
別
な
障
害
や
疾
病
は
な
い
も
の
の
、
主
体
性
に
乏
し
く
、
自

ら
学
び
問
題
を
解
決
す
る
力
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
学
生
の
増
加

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
の
求
め
る
即
戦
力

と
し
て
の
人
材
と
、
高
等
教
育
に
在
籍
す
る
個
々
の
学
生
の
実
情
は

乖
離
す
る
一
方
で
あ
り
、
そ
の
溝
を
埋
め
る
た
め
の
し
く
み
作
り
が

必
須
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
学
は
「
幅
広
い
職
業
人
」
の
育
成
を
使
命
に
掲
げ
る
学

部
教
育
中
心
の
総
合
大
学
で
あ
る
が
、
一
方
で
二
○
○
二
年
頃
よ

り
、
学
部
段
階
で
の
少
人
数
高
度
専
門
教
育
コ
ー
ス
の
導
入
、
二
つ

の
専
門
職
大
学
院
開
設
、
大
学
院
へ
の
飛
び
級
入
学
制
度
導
入
、
高

度
専
門
教
育
を
目
標
に
掲
げ
る
新
学
部
（
二
つ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
）

の
開
設
な
ど
、
知
的
達
成
へ
の
要
求
水
準
も
高
め
て
お
り
、
そ
の
ス

ト
レ
ス
下
で
衝
動
的
行
動
化
や
心
身
の
症
状
化
を
呈
す
る
学
生
の
問

題
も
看
過
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
に
対

応
す
る
た
め
、
二
○
○
六
年
か
ら
い
く
つ
か
の
部
局
の
ス
タ
ッ
フ
が

集
い
、
学
生
支
援
に
関
す
る
非
公
式
の
連
携
会
議
を
学
生
部
長
の
下

に
定
期
的
に
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
連
携
会
議
で

の
議
論
が
出
発
点
と
な
り
、
表
題
の
取
組
名
称
で
学
内
Ｇ
Ｐ
へ
の
申

学
生
の
「
個
性
化
」
を
支
え
る
心
と
体
の
成
長
支
援

　
―
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
と
少
人
数
高
度
専
門
教
育
時
代
に
お
け
る
学
生
の
主
体
的

　
　
人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
造
の
試
み
―

高
石 

恭
子

（
甲
南
大
学
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
学
生
相
談
室
）

●
事
例
●
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特集・学生支援体制の現状と展望
請
を
行
っ
て
採
択
さ
れ
、
二
○
○
八
年
か
ら
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
実
施
し
た
学
生
支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
報
告
し
た

い
。

二　

甲
南
大
学
の
学
生
支
援
の
特
色

ま
ず
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ

る
。
本
学
の
学
生
支
援
は
学
生
部
を
中
心
に
行
わ
れ
、
健
康
管
理
を

掌
る
医
務
室
も
そ
の
中
に
あ
る
が
、
心
理
的
専
門
支
援
に
つ
い
て
は

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
下
に
あ
る
学
生
相
談
室
が
担
当
す
る

と
い
う
連
携
が
図
ら
れ
て
き
た
。
本
誌
平
成
一
六
年
第
二
号
の
拙
稿

で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
学
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
と
復
興
を

通
し
て
、
学
生
相
談
室
が
学
内
外
に
開
か
れ
た
教
育
研
究
機
関
と
し

て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
学
生
相
談
室
の
ス
タ
ッ
フ

（
臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
）
は
専
任
・
非
常
勤
を
問
わ
ず
、
す
べ

て
本
学
の
人
間
科
学
研
究
所
の
研
究
員
を
兼
ね
て
お
り
、
日
々
の
相

談
活
動
だ
け
で
な
く
、
心
の
ケ
ア
や
健
康
支
援
に
関
す
る
共
同
研
究

へ
の
参
画
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
他
に
あ
ま
り
類
の
な
い
特

徴
と
言
え
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
心
の
健
康
や
自
己
理
解
に
関
す
る
全

学
共
通
の
正
課
科
目
を
担
当
し
、
正
課
外
と
し
て
も
多
様
な
心
理
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
に
は
学
生
の
心
身
の
総
合
的
な
自
己
管
理
能
力
を
育

成
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
一
年
次
の
全
学
必
修
と
し
て
保
健
体
育
科
目
を
提
供
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
身
体
障
害
の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
心
理
的
困
難
を

抱
え
る
学
生
に
対
し
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
合
わ
せ
た
個
別
メ
ニ

ュ
ー
で
の
履
修
を
可
能
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
入

学
時
ま
た
は
入
学
後
に
、
本
人
か
保
護
者
あ
る
い
は
授
業
担
当
教
員

か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
（
原
則
と
し
て
診
断
書
等
が
必
要
）、
面
談
、

教
授
会
の
議
を
経
て
「
個
別
対
応
」
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

発
達
障
害
や
そ
の
傾
向
を
有
し
、
集
団
実
技
場
面
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
る
学
生
に
対
し
て
は
、
学
生
部
や
学
生
相
談
室
と

連
携
し
な
が
ら
、
Ｔ
Ａ
を
配
置
す
る
、
担
当
教
員
を
増
員
す
る
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
授
業
か
ら
徐
々
に
小
集
団
授
業
に
移
行
し
て
い
く
な

ど
、
個
別
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
人
物

教
育
の
基
盤
の
一
つ
に
「
体
」
育
を
置
く
本
学
の
理
念
に
沿
っ
た
特

色
あ
る
取
組
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
三
つ
の
組
織
（
学
生
部
〔
医
務
室
を
含
む
〕、
学
生
相
談

室
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
）
は
、
月
例
の
連

携
会
議
で
学
生
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
、
協
働
し
て
き
て
い
た
が
、

二
○
○
九
年
度
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
二
か
所
増
設
さ
れ
る
と
い
う
本

学
始
ま
っ
て
以
来
の
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
よ

り
全
学
的
で
公
的
な
学
生
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
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特集・学生支援体制の現状と展望
て
、
チ
ー
ム
（
連
携
会
議
の
メ
ン
バ
ー
）
で
学
内
Ｇ
Ｐ
へ
の
申
請
を

行
っ
た
。

三　

甲
南
平
生
Ｇ
Ｐ
に
よ
る
三
年
間
の
活
動

創
立
者
平
生
釟
三
郎
の
名
に
因
ん
だ
学
内
Ｇ
Ｐ
で
は
、
学
生
の

「
個
性
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
上
げ
た
。
個
性
化
＝

individuation

と
は
、
心
理
学
者
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
が
好
ん
で
用
い

た
言
葉
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
ユ
ニ
ー
ク
（
独
自
）
な
存
在
と
し

て
そ
の
内
な
る
可
能
性
を
最
大
限
に
開
花
さ
せ
、
本
来
的
な
「
自

己
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
言
う
個
性
と

は
、
秀
で
た
特
質
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
い
。
個
性
化
は
、
抱
え
も

つ
障
害
や
困
難
を
も
含
め
た
自
分
ら
し
さ
を
豊
か
に
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
過
程
を
意
味
し
、
申
請
チ
ー
ム
が
共
有
し
て
き
た
学
生
支
援

の
理
念
と
も
合
致
す
る
。
本
取
組
で
目
指
し
た
の
は
、
心
と
体
の
対

話
に
よ
り
個
々
の
学
生
の
主
体
的
な
自
己
を
育
む
成
長
支
援
で
あ

り
、
そ
の
実
現
を
可
能
に
す
る
全
学
的
学
生
支
援
体
制
を
整
備
・
発

展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
年
度
（
二
○
○
八
）
は
、
ま
ず
学
生
支
援
に
お

い
て
先
進
的
な
全
国
の
三
○
大
学
に
、
⑴
全
学
的
な
学
生
支
援
の
審

議
組
織
、
⑵
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
相
談
室
の
運
営
と
デ
ー
タ
管

理
、
⑶
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
制
度
、
⑷
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
メ
ー
ル
の
活

用
、
の
四
点
に
つ
い
て
メ
ー
ル
・
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
数
校
に

訪
問
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
の
結
果
を
参
考
に
、
本
学
で
可
能
な

学
生
支
援
体
制
の
整
備
を
検
討
す
る
た
め
、
学
内
の
関
係
部
局
と
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。
こ
こ
で
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
筆
者
の

念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
出
さ
れ
た
報
告
書

「
大
学
に
お
け
る
学
生
相
談
体
制
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」（
二
○
○

七
）
で
あ
る
。
本
書
で
提
言
さ
れ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
の
教
職
員

と
、
学
生
相
談
・
学
生
支
援
の
専
門
家
が
、
大
学
執
行
部
の
統
括
の

下
に
、
理
念
と
目
的
を
共
有
し
、
協
働
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
学
の
現
状
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
最
も
強
化
さ
れ
る
べ
き
点
は

「
統
括
」
機
能
で
あ
る
と
見
え
て
き
た
。
そ
こ
で
学
長
以
下
、
大
学

執
行
部
に
提
案
し
、
全
学
的
な
学
生
支
援
の
た
め
の
委
員
会
規
程
の

作
成
を
検
討
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
と
並
行
し
て
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
医
務
室
、
学
生

相
談
室
の
開
設
準
備
、
お
よ
び
保
健
体
育
科
目
個
別
対
応
シ
ス
テ
ム

の
新
学
部
導
入
の
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

学
生
支
援
体
制
を
よ
り
堅
実
な
も
の
に
す
る
た
め
、
一
名
で
あ
っ
た

学
生
相
談
室
の
専
任
教
員
を
一
名
増
員
す
る
手
続
き
を
進
め
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施
し
た
内
容
は
三
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ

る
が
、
主
に
二
年
目
以
降
の
取
組
に
つ
い
て
、
以
下
に
順
を
追
っ
て

解
説
す
る
。
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特集・学生支援体制の現状と展望
（
一
）
三
キ
ャ
ン
パ
ス
を
つ
な
ぐ
全
学
的
学
生
支
援
体
制
の
構
築

学
生
数
九
千
強
の
本
学
は
、
こ
れ
ま
で
一
つ
の
比
較
的
コ
ン
パ
ク

ト
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
、
学
生
支
援
も
お
互
い
顔
の
見
え
る
教
職

員
間
の
連
携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
○
○
九
年

度
に
離
れ
た
二
つ
の
校
地
に
新
学
部
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

八
学
部
、
三
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
に
相
応
し
い
新
た
な
学
生
支
援
体
制

を
整
備
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。

①
学
生
生
活
支
援
委
員
会
の
設
置
と
学
生
生
活
支
援
宣
言
の
採
択

二
○
○
九
年
度
に
は
、
副
学
長
の
一
人
を
委
員
長
と
し
、
全
学
の

部
局
長
と
学
生
支
援
の
専
門
家
若
干
名
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
学
生

生
活
支
援
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
記
念
す
べ
き
第
一
回
の
会
議
で

「"Student First"

甲
南
大
学
学
生
生
活
支
援
宣
言
」
を
採
択
し

た
。Student First

＝
学
生
第
一
主
義
と
は
、
創
立
者
平
生
の
建

学
精
神
の
中
核
を
な
す
考
え
で
あ
り
、
学
生
の
天
賦
の
才
能
を
引
き

出
す
こ
と
を
大
学
教
育
の
第
一
の
目
標
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
こ
の
宣
言
の
内
容
の
要
点
は
、
す
べ
て
の
教
職
員
が
日
常
的
に

学
生
の
心
身
の
状
態
に
配
慮
し
学
生
支
援
に
力
を
尽
く
す
こ
と
、
そ

し
て
必
要
に
応
じ
て
本
委
員
会
の
責
任
の
下
に
教
職
員
と
専
門
家
が

協
働
し
、
個
別
支
援
を
学
生
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
本
学
の
学
生
支
援
の
基
本
姿
勢
が
学
内
外
に
示
さ
れ
、
学
内
議

論
の
共
通
基
盤
が
で
き
た
と
言
え
る
。

②
全
学
教
職
員
対
象
の
意
識
調
査
実
施

学
生
生
活
支
援
委
員
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
連
携
会

議
は
「
学
生
生
活
支
援
小
委
員
会
」
と
し
て
、
公
式
に
全
学
委
員
会

の
下
位
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
小
委
員
会
で
は
、
二
○
○

九
年
前
期
に
「
学
生
支
援
に
関
す
る
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
紙
媒

体
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
上
で
実
施
し
、
教
職
員
が
日
常
の
学
生
指
導
や
学

生
対
応
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
困
難
を
感
じ
て
い
る
か
、
ま
た
い
か

な
る
支
援
が
必
要
か
等
を
探
っ
た
。
二
○
○
四
年
に
実
施
し
た
同
様

の
調
査
と
比
べ
て
、
学
生
と
の
意
思
疎
通
の
困
難
、
日
常
的
マ
ナ
ー

指
導
の
困
難
を
掲
げ
た
教
職
員
が
多
い
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
た

他
、
各
部
局
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学
生
支
援
の
情
報
が
あ
ま
り
学
内

で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
実
情
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

③
「
教
職
員
の
た
め
の
学
生
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行

以
上
の
調
査
結
果
を
基
に
、
二
○
○
九
年
度
末
に
教
職
員
に
向
け

た
学
生
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
・
発
行
し
、
非
常
勤
を
含
め

た
全
教
職
員
に
配
布
し
た
。
内
容
は
、「
緊
急
時
の
対
応
」「
学
生
生

活
の
諸
規
則
」「
本
学
の
学
生
支
援
体
制
と
各
部
局
が
提
供
す
る
支

援
の
内
容
」「
学
生
支
援
事
例
集
（
Ｑ
＆
Ａ
）」
の
四
部
構
成
で
あ

る
。
こ
れ
も
、
紙
媒
体
と
併
せ
て
、
学
生
相
談
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

教
職
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
随
時
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

④
教
職
員
専
用
メ
ー
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始
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新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
専
門
家
が
常
駐
す
る
体
制
を
当
面
は
採
れ
な

い
た
め
、
学
生
相
談
室
へ
の
教
職
員
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め

る
た
め
に
、
メ
ー
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

た
。
学
生
対
応
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、

学
生
相
談
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
教
職
員
専
用
ペ
ー
ジ
上
か
ら
（
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
）、
専
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
メ
ー
ル
で
助
言

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
常
勤
講
師
や
非
正
規
職
員
も
学
内
外

か
ら
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
り
、
支
援
の
幅
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

⑤
学
生
相
談
電
子
デ
ー
タ
の
大
学
サ
ー
バ
移
管
と
統
合

複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
化
に
伴
い
、
学
生
支
援
に
か
か
わ
る
個
人
情
報

を
地
理
的
に
離
れ
た
場
所
で
安
全
に
相
互
利
用
で
き
る
よ
う
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た
電
子
デ
ー
タ
統
合
・
保
全
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

総
務
部
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
。
ま
ず
第
一
段
階
と
し
て
、
学
生
相

談
室
の
保
有
す
る
相
談
デ
ー
タ
を
学
生
相
談
室
内
の
Ｐ
Ｃ
か
ら
大
学

の
事
務
系
サ
ー
バ
に
移
管
し
、
二
○
一
○
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
相
談
室
か
ら
も
全
学

部
の
学
生
相
談
デ
ー
タ
が
随
時
閲
覧
・
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
二
）
心
身
両
面
か
ら
の
成
長
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
提
供

今
回
の
学
内
Ｇ
Ｐ
申
請
以
前
か
ら
、
チ
ー
ム
の
各
部
局
で
は
学
生

に
対
す
る
心
身
の
健
康
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
を
機
に
、
企
画
段
階
か
ら
共
同
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
、
よ
り
体
系
的
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
。

①
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

学
生
相
談
室
で
は
、
五
感
の
体
験
を
重
視
し
た
各
種
グ
ル
ー
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
を
重
ね
て
い
る
。
毎
年
各
期
に
茶
の
湯
、
香

道
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
カ
プ
ラ
等
の
講
師
を
招
い
た
行
事
を

開
催
し
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
グ
ル
ー
プ
」
を
毎
週

実
施
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
○
○
九
年
度
の
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
グ
ル

ー
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
園
芸
、
お
菓
子
作
り
、
近
隣
散
策
、
エ
コ

ク
ラ
フ
ト
、
七
輪
陶
芸
、
書
道
等
で
、
少
人
数
の
自
由
参
加
学
生
に

固
定
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
～
二
名
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
入
る
形

で
実
施
さ
れ
、
年
間
二
八
回
、
の
べ
一
九
二
名
が
参
加
し
た
。
こ
れ

は
学
生
相
談
室
利
用
受
付
件
数
の
一
割
近
く
を
占
め
、
対
人
関
係
の

苦
手
な
学
生
、
発
達
障
害
を
抱
え
る
学
生
に
と
っ
て
、
貴
重
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
○
一
○

年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
カ
ー
リ
ン
グ
」
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

②
保
健
体
育
科
目
個
別
対
応
プ
ロ
グ
ラ
ム

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
前
述
し
た
よ
う

な
個
別
支
援
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
二
○
○
九
年
度
は
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一
七
名
、
二
○
一
○
年
度
は
二
五
名
に
適
用
さ
れ
た
。
人
数
は
多
く

な
い
が
、
一
～
二
名
の
教
員
が
担
当
す
る
た
め
負
担
は
軽
く
な
い
。

し
か
し
、
一
年
次
必
修
科
目
で
躓
き
、
そ
の
ま
ま
離
学
し
て
し
ま
う

学
生
を
早
期
発
見
し
、
卒
業
ま
で
の
総
合
的
な
学
生
支
援
に
つ
な
い

で
い
く
最
初
の
対
応
と
し
て
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

③
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
医
務
室
に
は
養
護
教
諭
資
格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ

が
常
駐
し
て
お
り
、
学
生
の
心
身
の
健
康
相
談
を
年
間
数
百
件
行
っ

て
い
る
他
、「
女
性
の
か
ら
だ
に
つ
い
て
」
等
の
医
師
に
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
を
提
供
し
て
き
て
い
る
。

（
三�

）
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
、
学
生
相
互
の
成

長
支
援
力
の
促
進

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
三
の
柱
は
、
本
学
で
は
未
着
手
で
あ
っ
た

学
生
に
よ
る
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。

①
学
生
生
活
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

学
生
生
活
支
援
委
員
会
の
統
括
の
下
、
二
○
○
九
年
前
期
は
健
康

診
断
や
保
健
体
育
科
目
の
時
間
を
利
用
し
て
全
学
生
に
学
生
支
援
に

つ
い
て
の
意
識
調
査
を
実
施
し
た
（
二
○
一
○
年
度
は
新
入
生
の
み

実
施
）。
そ
の
中
で
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
に
触
れ
、
活
動
へ
の
関
心

の
有
無
も
尋
ね
た
。
五
百
名
余
が
こ
の
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
い
、
ま
た
は
関
心
が
あ
る
と
回
答
し
、
自
発
的
な
活
動
を

組
織
す
る
力
は
な
く
と
も
、
大
学
が
し
く
み
作
り
を
行
え
ば
、
学
生

を
支
援
し
た
い
学
生
の
ニ
ー
ズ
は
十
分
に
あ
る
と
確
認
で
き
た
。

②
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
と
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

二
○
○
九
年
後
期
に
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
を
行
い
、
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
五
○
名
ほ
ど
の
学
生
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
の
講

義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
内
容
と
す
る
半
日
研
修
を
三
回
、
一
泊
研

修
を
一
回
実
施
し
て
、
要
件
を
満
た
し
た
二
四
名
に
研
修
修
了
証
を

学
生
生
活
支
援
委
員
長
名
で
交
付
し
、
活
動
の
具
体
的
準
備
を
開
始

し
た
。
ま
た
、
当
面
の
活
動
指
針
と
し
て
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
実
施
部
局
を
学
生
部
と
す
る
こ
と
、
サ
ポ

ー
タ
ー
学
生
の
統
括
・
指
導
を
行
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
学
生
部

参
与
の
教
員
）
と
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
（
学
生
相
談
室
教
員
）
を
置

く
こ
と
を
明
示
し
た
。

③
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

二
○
一
○
年
度
か
ら
、
大
学
が
行
う
学
生
支
援
の
一
環
と
し
て
の

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
が
漸
く
開
始
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
、
新
入
生

の
学
生
生
活
支
援
（
特
設
ブ
ー
ス
で
の
情
報
提
供
、
学
内
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
等
）
と
、
毎
週
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
検
討
さ
れ
る
そ
れ
以
外

の
活
動
（
障
害
学
生
の
付
添
い
、
臨
時
相
談
ル
ー
ム
の
開
設
、
広

報
、
学
生
生
活
支
援
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
補
助
・
結
果
分
析
、
オ
ー
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特集・学生支援体制の現状と展望
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
受
験
生
相
談
等
）
で
あ
る
。
特
に
、
四
月
当

初
の
二
週
間
に
ブ
ー
ス
で
受
け
付
け
た
新
入
生
相
談
は
七
八
件
に
上

り
、
初
年
度
の
活
動
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
成
果
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
後
期
に
は
翌
年
度
の
新
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
学
生
の
養
成
も
始
ま

っ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
活
動
は
継
続
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

四　

今
後
に
向
け
て
の
課
題

こ
の
三
年
間
で
構
築
さ
れ
た
本
学
の
学
生
支
援
シ
ス
テ
ム
が
実
効

性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
が
、
こ
れ
ま
で
各
部

局
で
担
当
教
職
員
が
担
い
、
事
後
対
応
に
苦
慮
す
る
こ
と
も
少
な
く

な
か
っ
た
個
々
の
学
生
支
援
に
つ
い
て
、
よ
り
予
防
的
観
点
か
ら
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
方
策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
意
義
は
大
き

い
と
筆
者
は
感
じ
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
三
つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
①
学
生
支
援
に
か
か
わ
る
電

子
デ
ー
タ
の
発
展
的
統
合
と
活
用
方
法
の
精
査
、
②
心
身
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
系
統
化
と
正
課
内
で
の
位
置
づ
け
、
③
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
と
学
生
が
共
に
育
つ
「
共
育
」
的
風
土
の
醸

成
、
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

す
で
に
本
学
は
二
○
一
○
年
度
に
、
文
部
科
学
省
の
「
就
業
力
育

成
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
、
大
学
企
画
室
と
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
全
学
的
な
学
生
支
援
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
活
動

を
開
始
し
て
い
る
。
個
々
の
学
生
の
入
学
か
ら
卒
業
に
至
る
ま
で
の

様
々
な
電
子
デ
ー
タ
が
統
合
さ
れ
、
学
生
支
援
に
活
用
さ
れ
る
日
も

そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
学
は
二
○
一
二
年
度
の
実
施

を
目
指
し
て
全
学
共
通
教
育
科
目
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
て
お

り
、
そ
の
中
で
初
年
次
必
修
科
目
か
ら
上
級
生
向
け
の
選
択
科
目
ま

で
、
心
身
の
健
康
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
系
的
な
配
置
が
模
索
さ
れ

て
い
る
。
効
率
化
・
合
理
化
が
強
く
求
め
ら
れ
る
今
日
で
は
あ
る

が
、
時
間
を
か
け
て
学
生
の
主
体
的
人
間
力
を
育
て
る
と
い
う
本
学

の
学
生
支
援
の
理
念
を
忘
れ
ず
に
、
今
後
も
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
。
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